
＜対策のポイント＞
⺠間活⼒を導⼊しながら農業農村整備事業の効率的な実施に資する技術の開発を⾏うとともに、開発技術の普及促進を図ります。

＜政策⽬標＞
○ 担い⼿への集積・集約化等を通じた農業競争⼒の強化及び⾼収益作物への転換等を通じた産地収益⼒の強化
○ 頻発化・激甚化する災害に対応した施設整備による農業・農村の強靱化

官⺠連携新技術研究開発事業＜公共＞

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

新技術研究開発
「農業収益⼒向上に資する先進的な基盤整備に係る技術」、「農業⽔利
施設の⻑寿命化とライフサイクルコストの低減を図るための適切な保全管理
に資する技術」など、農業農村整備事業の効率的な実施に資する技術の
開発を官⺠の連携の下で⾏います。

国 ⺠間団体

＜事業の流れ＞
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開発する技術のイメージ
新技術研究開発

○農地畦畔における草刈り”ゼロ化”管理の省⼒化技術の開発

令和８年度予算概算決定額 97百万円（前年度 177百万円）

（03-3591-5798）農村振興局設計課［お問い合わせ先］

切削磨耗粒⼦施⼯後

平織
※⾼密度なため
防草効果⼤

綾織
※根が貫通し
活着促進

活着保護ループ
※地被植物が絡みつきやすい
⽷がついており活着を促進

防草効果と地被植物活着の２つの効果を持ったシートと、活着の良いセン
チピートグラスの組合せによる法⾯保護⼯法を開発。

防草・地被植物活着促進シート


